
内
閣
衆
質
一
五
三
第
二
号

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
白
保
台
一
君
提
出
沖
縄
県
島
尻
郡
小
禄
村
字
大
嶺
の
土
地
（
旧
日
本
海
軍
那
覇
飛
行
場
用
地
・
現
那
覇
空
港
の

一
部
）
所
有
権
回
復
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
受
領

答

弁

第

二

号



衆
議
院
議
員
白
保
台
一
君
提
出
沖
縄
県
島
尻
郡
小
禄
村
字
大
嶺
の
土
地
（
旧
日
本
海
軍
那
覇
飛
行
場
用
地
・
現
那
覇
空

港
の
一
部
）
所
有
権
回
復
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

沖
縄
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地
に
つ
い
て
は
、
元
地
主
は
、
強
制
的
に
日
本
国
民
の
義
務
と
し
て
収
用
に
応
じ
さ
せ
ら
れ
た

と
認
識
し
て
い
る
と
の
御
指
摘
で
は
あ
る
が
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
三
年
七
月
十
日
内
閣
衆
質
一
五
一
第
七
七
号
）
の
一

に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
沖
縄
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地
が
私
法
上
の
売
買
契
約
に
よ
り
正
当
な
手
続
を
経
て
国
有
財
産

に
な
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
た
の
は
、
太
平
洋
戦
争
時
の
緊
迫
し
た
情
勢
の
下
に
旧
国
家
総
動
員
法
（
昭
和
十
三
年
法
律
第

五
十
五
号
）
に
基
づ
き
強
制
接
収
が
行
わ
れ
た
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
を
旧
地
主
に
返
還
す
べ
き
で
あ
る
と
の
要
求

が
提
起
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
大
蔵
省
に
お
い
て
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
て
可
能
な
限
り
の
調
査
を
実
施
し
た
結

果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
用
地
買
収
ノ
件
委
託
」
及
び
「
用
地
買
収
委
託
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
照
会
」
は
、
旧
海
軍
が
旧
沖
縄
県
知
事
に

用
地
買
収
を
委
託
し
、
そ
の
手
続
あ
る
い
は
代
金
の
支
払
方
法
等
を
示
し
た
文
書
で
あ
り
、
「
臨
時
資
金
前
渡
官
吏
任
命
ノ

一



件
照
会
」
は
、
そ
の
実
施
の
た
め
旧
沖
縄
県
の
吏
員
に
出
納
官
吏
を
兼
務
さ
せ
る
た
め
の
文
書
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

先
の
答
弁
書
の
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
旧
那
覇
飛
行
場
を
含
め
、
直
接
の
戦
闘
が
行
わ
れ
た
沖
縄
本
島
に
お
け

る
旧
軍
施
設
の
新
設
又
は
拡
張
の
た
め
の
用
地
に
つ
い
て
は
、
戦
時
中
旧
軍
が
買
収
し
た
こ
と
を
証
す
る
直
接
的
な
資
料
は

発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
旧
軍
の
軍
用
地
買
収
手
続
あ
る
い
は
代
金
の
支
払
方
法
等
に
関
す
る
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
旧
軍
が
買
収
し
た
と
い
う
旧
軍
関
係
者
、
旧
官
公
署
関
係
者
、
旧
地
主
等
の
陳
述
等
が
あ
る
こ
と
、
旧
国
家
総
動
員
法

に
基
づ
き
収
用
さ
れ
た
と
す
る
証
拠
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
こ
と
等
か
ら
、
私
法
上
の
売
買
契
約
に
よ
り
正
当
な
手
続
を
経

て
国
有
財
産
に
な
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
様
の
判
断
に
基
づ
く
国
の
主
張
は
、
嘉
手
納
飛
行
場
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地
に
関
し
旧
地
主
が
提
起
し
た
土
地

所
有
権
確
認
等
請
求
訴
訟
に
お
け
る
平
成
七
年
四
月
二
十
五
日
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
承

知
し
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
旧
海
軍
省
の
「
公
文
備
考
」
と
呼
ば
れ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
三
年
以
降
分
は
発
見
さ
れ
て
い

な
い
。

三
に
つ
い
て

二



先
の
答
弁
書
の
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
沖
縄
県
が
昭
和
五
十
三
年
三
月
に
作
成
し
た
「
旧
日
本
軍
接
収
用
地
調

査
報
告
書
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
十
七
日
に
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
対
し
て
大
蔵

省
が
提
出
し
た
「
沖
縄
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
大
蔵
省
報
告
書
」
と
い
う
。
）
で
示
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
沖
縄
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
に
お
い
て
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
て
可
能
な
限
り
の
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
私
法
上
の
売
買
契
約
に
よ
り
正
当
な
手
続
を
経
て
国
有
財
産
に
な
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
調
査
結
果
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
報
告
書
以
外
に
報
告
書
は
存
在
し
な
い
。

大
蔵
省
報
告
書
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
い
な
い
旧
那
覇
飛
行
場
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書

の
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
も
の
以
外
に
、
質
問
項
目
と
し
て
土
地
所
有
権
委
員
会
へ
の
所
有
権
申
請
の
手
続
の
有
無
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
回
答
内
容
は
、
手
続
し
た
と
す
る
も
の
が
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
手
続
し
な
か
っ
た
と
す

る
も
の
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
不
明
と
す
る
も
の
が
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
っ
た
。

四
に
つ
い
て

大
蔵
省
に
お
い
て
、
沖
縄
県
以
外
の
都
道
府
県
で
沖
縄
に
お
け
る
調
査
と
同
様
の
調
査
を
行
っ
た
事
実
は
な
い
。

三



こ
の
よ
う
な
調
査
を
沖
縄
に
お
い
て
の
み
行
っ
た
の
は
、
大
蔵
省
報
告
書
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
沖
縄
に
お

い
て
旧
軍
買
収
地
を
旧
地
主
に
返
還
す
べ
き
で
あ
る
と
の
要
求
が
提
起
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
沖
縄
が
本
土
か
ら
切
り
離
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

沖
縄
の
本
土
復
帰
に
伴
い
大
蔵
省
に
引
き
継
が
れ
た
旧
軍
買
収
地
は
、
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
九
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
定
の
期
間
、
従
前
と
同
一
の
条
件
で
貸
付
等
が

行
わ
れ
、
ま
た
、
小
学
校
等
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
譲
渡
等
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
の

振
興
開
発
計
画
に
基
づ
く
事
業
で
公
共
の
用
に
供
す
る
旧
軍
買
収
地
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
譲
渡
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

な
お
、
沖
縄
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地
に
つ
い
て
は
、
私
法
上
の
売
買
契
約
に
よ
り
正
当
な
手
続
を
経
て
固
有
財
産
に
な
っ

た
も
の
で
あ
り
、
沖
縄
の
振
興
開
発
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、
そ
の

四



活
用
に
当
た
っ
て
は
、
沖
縄
県
等
の
利
用
要
望
等
を
踏
ま
え
、
関
係
法
令
に
の
っ
と
り
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

五


